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今回のWHOの新たな口腔診査法は、代表歯法でなく歯牙単位の診査となっています。しかし、歯周病マニュアル2015では、現場の状況から、WHOの診査基準にしたがう一方で、診査歯は代表歯法を用いており、マニュアルには下記のように記載されています。

・前歯部の対象歯（11あるいは31）が欠損している場合は、反対側同名歯（21ある
いは41）を検査対象とする。両側とも欠損している場合、あるいは臼歯部で２歯と
も対象歯が欠損している場合には、検査対象外として「×」を該当する代表歯の欄に記入する。
・歯周病検診においては、歯周組織の検査は上記の方法で実施することを原則とするが、WHOの標準的検査方法を採用しても差し支えない。

　代表歯法でなく歯牙単位の診査を標準としたWHOの新たな診査基準により近づけるために、説明会においては下記のような方針をとっていました。

・前歯部の検査においては中切歯（１番）の代替歯として側切歯（２番）を用いる。
・臼歯部の検査においては大臼歯（67番）の代替歯として小臼歯（４５番）を用いる。


　しかし、上記の方針を用いた際に、その方針を非会員に周知することの困難性や各種歯科健診で実施されるCPI検査の診査基準との整合性を鑑みて、今後は下記の方針を採用することといたしました。混乱を招き大変もうしわけございませんが、よろしくお願いします。

・前歯部の対象歯（11あるいは31）が欠損している場合は、反対側同名歯（21ある
いは41）を検査対象とする。両側とも欠損している場合、あるいは臼歯部で２歯と
も対象歯が欠損している場合には、検査対象外として「×」を該当する代表歯の欄に記入する。
・前歯部の検査においては中切歯（１番）の代替歯として側切歯（２番）を用いない。
・臼歯部の検査においては大臼歯（67番）の代替歯として小臼歯（４５番）を用いな
い。
